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地域と防犯～つながりの大切さ～
兵庫県　神戸市立名谷小学校　６年　
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今年になって、私の住む町に防犯カメラが五カ所、設置されました。帰宅時間や一人になった時間をねらって声をかけるなど、最近は新聞やテレビでもたくさんの事件が報道されています。「より安全な町にするために自治会の人たちで相談し設置が決まったのよ。」と母から聞きました。より安全な町にするために、みんなで考えて実行に移すなんてすごいなあと思いました。私は自分の住む町と防犯について考えてみることにしました。
確かに防犯カメラがついたことで、そこを歩いている時に前より安心と感じる時もあります。防犯カメラはそこの場所での犯罪をおさえる効果があると思います。でも「防犯カメラがあるからしない。」と場所によって変えているのなら、本当の意味で犯罪を防いでいることにはなりません。それに、もし事件が起き、その解明のために防犯カメラの映像を使うことになってしまったら、防犯カメラは役立つのかもしれませんが、防犯の意味と変わってしまいます。だから防犯カメラなどの機械は効果的ですが、防犯に大切なのは人と人とのつながりやコミュニケーションではないかと思います。
祖父のことが頭にうかびました。同じ町に住む祖父は八十一歳です。私たち小学生のために、登校時の見守りボランティアとして交差点に十年近く立ってくれています。長い道のりを歩き、交差点に立つ祖父が見えるとほっとします。そう感じるのは私の祖父だからではありません。暑い日も大雨の日も私たちより先に行って立ってくれているという安心感からくるのだと思います。「おっちゃん」とか「りさのじいちゃん」とか「今何時ですか？」とか聞こえるときがあります。その子たちも祖父に安心感を持っているのだと思います。
ある日、祖父と私がいっしょにでかけていました。前からお化しょうも服そうも髪型や少し派手なかんじのする若い女の人が歩いてきました。すると、すれちがう時、「こんにちは。」とおたがい笑顔であいさつを交わしました。びっくりしました。最初の印象とちがって、女の人の笑顔がとてもすてきでした。私が「知り合い？」と尋ねると、祖父は「りさの小学校の先輩やで。あの子も交差点を通って学校行ってたで。」と教えてくれました。その人もきっと小学生の時、私と同じような気持ちだったのではないでしょうか。だから大人になっても祖父のことを覚えていたのだと思います。人と人とのつながりがすてきに感じて心が温かくなりました。
地域で行われる夏祭りのことも思い出しました。この夏、私はいつもと一味ちがうお菓子つりを体験をしました。例年、近所のお母さんたちが開いてくれるお菓子つりのお店にお客さんとして行き、楽しむだけでしたが、今年はお菓子をつめるお手伝いをさせてもらいました。袋づめ作業は予想以上に時間もかかり大いそがしでしたが、達成感がありました。今までは「夏祭り楽しい！」と喜ぶだけでしたが、目に見えないところでいっぱい支えてもらっていることに気づきました。夏祭りをきっかけに、地域の人たちが私たちのためにいろんな活動をしてくださっていることに気づき、感謝することができました。
地域の人たちに大切に守られているおかげで私たちは安心して成長していくことができます。また大人同士で話し合ったり、協力しているすがたを見ると私たちもそんな大人になりたいと思います。このように人と人とのつながりを大切にしている地域はきっと犯罪も防ぐことができると信じています。私は気持ち良いあいさつをしたり、地域の活動に参加するなど、子どもでも地域に住む一人として人とのつながりを大切にしたいと思います。
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